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　1．はじめに

　大気電気学は約20年前あたりから変貌を始め，雲物理

学・エー・ゾル科学，超高層大気物理学等との境界領域

に浸透していった．現在の大気電気研究のポイントを手

っ取り早く見渡すには，三崎：最近の大気電気学（1976）

を一読されたい．しかしながら，古来の大気電気学はや

はりその基礎である．これについては，前回の入門講座

で紹介した畠山・川野：気象電気学（1955），Chalmers：

Atmospheric　Electricity（1967），もしくはIsrae1：Atmos－

ph乞rische　Elektrizit乞t（Teil　I，1957，Tei1豆，1961）

のいずれかを教科書として載きたい．

　さきに述べたように，最近の大気電気学は細分化さ

れ・他の学間との接触が大きいので，この入門講座でも

必然的に別項，雲物理学，エー・ゾル，あるいは超高層

大気物理学等で述べられることと抵触する面が多かろう

と思われるが御了解願いたい．以下，大気電気学の分野

別に述べよう．

　2．雷の研究

　雷は対流圏の電気現象の根源であるが，その電荷発生

の機構についての議論が末だに混沌とした状態にあるの

で・物性論や電磁気の実験に強い研究者にとっては，存

分に腕が振える分野である．歴史的に有名な論文として

は・Reynolds・Brook・Gourley（1957）があり，続い

て温度傾度説を説いたLatham・Mason（1961）があ

る．さらに，温度傾度説を自ら批判したMason：The

physics　ofthe　th㎜derstom（1972）は必読すべき

であろう．

　Magono：Preci餌蹴ion　electricity　of　thunder、

clouds　and　showerclouds（1977）は降水電荷に関す

る諸説を総合し，併せて自説を強く打ち出している．

Mason，孫野等の説はいずれも降水を必要とする帯電機

構であるが，これに対し，Moore：Anassessmentof

thundersto1m　electr丘6cation　mechanism（1977）
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は，雲内の対流運動を主因とするVonnegut，その他の

説を総合した報告となっている．これら3編の論文は併

行して読み比べることをお勧めする．

　Schonlandに始まった雷雲内の電荷分布と放電機構の

研究では，Brook・Kitagawa（1962）で1段落の感が

ある．それ以後の発展は，新しい研究観測の手法待ちと

いうところであろう．すでにその現われとして，Brook・

K「ehbie1（1972）は，雲の早い変化に追随できるレー

ダを開発し，Proctor（1971）は放射波の5点観測から

放電位置を決定する方法を述べ，Le㎜on（未刊）はこ

の受信信号と計算機を直結して，雲中の見えない放電路

の微細構造を明らかにしている．将来可能な新しい研究

方向を示すものとして参考になろう．なお，北陸の冬の

雷の特異性を明らかにした，Takeuti・Nakano・B鷲ook

Raymond・Krehbiel（1978）もこれからの雷研究の方

向を示すものとして見逃せない．

　放電機構を解説した著書としては，Golde　ed：ILight・

ning・Vo1・1，2（1977）がある．27人の著者がそれぞ

れの章を受け持って書いている．V・L1は“放電の物

理”，Vo1・2は“避雷”となっている．筆者はまだその

内容を読んでいないが，Umanの書評はVol．1では

Brook・Ogawa3The　cloud　dischargeの章を激賞し

ていいる．Uman自身の著書にもLightning（1969）

がある．

　3．イオ’ン・エ・一ロゾルの研究

　空気に電気伝導率などの特性を与えているものは，そ

こに存在するイオンであるが，イオンの特性や濃度を左

右するものはエー・ゾルである．したがって，空気の電

気的特性はエー・ゾルを除外しては語ることができな

い．

　大気電気に深い関わり合いを持つエー・ゾル粒子は，

直径0・1μm以下の粒子（エートケン粒子ならびに雲核）

である．これがまた近年のエーロゾル研究の主体をなし

ている「気体分子の粒子化現象」（Gas－to－particle　conver－

sion）の産物である．したがって，この項については別
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項rエーロゾルの気象学」もしくはr大気化学」と重復

することはやむを得ない．この分野を目指される読者は

これら別項の案内にも十分留意されたい．

　大気イオンがエーロゾルと切れぬ関係を持つゆえん

は，エーロゾル粒子の帯電過程（小イオソとエーロゾル

粒子の衝突結合）にある．これについては，古い論文で

あるが基礎としてJ皿ge（1955）もしくはBr茸card

（1962）を一応学んでおく必要がある．

　近年の研究主題は，上述の衝突の素材である小イオン

ならびにエーロゾル粒子の生成過程に移っている．小イ

オン生成に関しては，Mobnen：Formation，nature，

andm・biHty・fi・耳6・fatm・6phe”icimp・rtance

（1977）の総合報告が良い．Gas－to・particle　conversion

に関する論文は枚挙にいとまがないが，総まとめとして

は，Sta面er・Walker・Bro㎜・Wise・Kiang：Nu・

cloation　Htera加【re”eview1972（1974）以後Current

work　on　nucleationがJ・Aerosol　Sci．の各巻に出て

いるので良い参考になる．代表的な論文として学ぶには，

Kiang・Stau伍er・Mo㎞en・B2icard・Vigla（1973）

がある．

　かくして生成された成層圏工一ロゾルの総合報告に

かよ，　Cad巳e・1【iang：Stratospheric　Aitken　particles

（1977），また，それが成層圏化学に対してどんな役割り

を果たすかを示唆したCadle・C”utzen・Ehhalt（1975）

などは，中層大気研究（MAP）の重要性が説かれている

今日，研究方向の選択に重要な足がかりとなろう．対流圏

工一・ゾル（雲核およびエートヶン粒子）については，

オーストラリア上空のエーロゾルの起源について述べた

Big9・Turvey（1978）も極めて示唆に富んでいる．

　エー・ゾルに関する教科書としては，Fuchs：The

mechanics　of　aerosols（1964）が定評がある．この

本はエー・ゾル粒子の力学について大変に詳しい．気象

学研究の立場からは，近刊のTwomey・Atmospheric

aerosols（1977）の方が有難いと私は感じている．和書

には，高橋：基礎エアロゾル工学（1972）がある．

　放射能および放射性工一ロゾルも大気電気の一分野で

ある．新しいエネルギー源として原子炉の普及が進め

ぽ，環境問題としての重要さが増すこととなろう．この

方向での教科書には，J㎜ge：Air　chemistry　and

radioactivity（1963）や，Israe1・Krebs（ed．）：Nu・

clearra面ationhgeophysics（1962）がいずれも地

球物理の立場から書かれていて良い本である．後者の中

のRadioactive　aerosolの章はJungeの筆になってい
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る．

　4．宇宙空間電気学の研究

　近年の大気電気では，上層大気の運動と関連した電離

層電流系とのつながりが論ぜられるようになって，ここ

でも超高層大気物理との重復が避けられなくなった．こ

の項については小川俊雄氏にお願いした文を転載する．

　和書でぜひ薦めたいのは，赤祖父：オーロラー地球を

とりまく放電現象一（1975）で，Alf》6n，ChaPman，St6’

rmer，Birkeland等のエピソードをおりまぜて，オーロ

ラを中心とする太陽・地球間物理学全体がおもしろく書

かれている．これに次いで，西田篤弘；宇宙空間への招

待（1978）がある．

　洋書では，教科書としてR飢cH伍e客編introduction

totbeiomsphereandmagnetosphere（1972）が
たいへんわかり易い．その他，Haymes：Introduction

to　space　science（1971）と，Hess・Mead（ed・）：

htroduction　to　space　science（1968）もよく使われ

ている教科書である．観測法としては，Ogawa：An・

alyse50f　measu7ement　t㏄h面quo50f　electfic

：6eldsandcurrentsintheatmosphere（1973）が

絶好である．なお，一般的な大気電気の測定法としては

三崎：：大気電気の測定（1976）を見られたい．

　おわりに，雷の項については名古屋大学の高木増美氏

より，放射性工一・ゾルの項では同じく池辺幸正氏より

貴重な御助言を載いた．上記の京都大学の小川俊雄氏に

併せて，厚く御礼申し上げる．
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